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黒雲母を利用した六価クロム排水処理法の開発

天然の鉱物である黒雲母を利用して、排水中の六価クロムを三価クロムに還元、吸着除去す

る処理方法を開発しました。

本技術の内容・ 特徴

従来技術に比べての優位性

➊ 設備の簡素化： 1回のpH調整で処理

➋ 安全性の向上： 危険な薬品の使用量削減

➌ 資源の有効利用： 黒雲母廃棄物の活用

予想される効果・ 応用分野

➊ セメント系排水など、低濃度六価クロム含

有排水の処理を促進

➋ 黒雲母廃棄物の有効活用と製品化

提供できる支援方法

 技術相談

 オーダーメード開発支援

知財関連の状況、文献・ 資料

 知財関連

特願2016-138685
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天然の鉱物、黒雲母から
Cr6+処理剤を調製

処理可能なpH領域

排水のpHに応じた処理

けい酸塩層

層間陽イオン（K+）

Fe2+ → Fe3+

溶出
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鉄、アルミニウム
二次鉱物

Fe, Mg

黒雲母（biotite）：K(Mg, Fe2+)3(Si3Al)O10(OH,F)2

Cr6+→  Cr3+

六価クロムを還元

Cr3+も一緒に沈殿（共沈）

Cr6++ 3Fe2+

→  Cr3++ 3Fe3+

陽イオン交換
Na+, Ca2+, H3O+

pH調整剤 還元剤

吸着剤

一つの処理剤で、「還元剤」「吸着剤」「pH調整剤」の効果
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処理温度 25 C、固液比 1:200、処理時間 4 h

処理目標
（環境基準：0.05 mg/L）

初期濃度

下水排除基準（5.7 – 8.7）

処理に最適なpH（4.5 – 6.0）

処理前pH 6 – 14（セメント系排水など）
酸添加（pH4.5 – 6.0）→処理剤投入→処理剤回収

処理前pH 4 – 6
処理剤投入→処理剤回収

処理前pH 1 – 4（めっき液など）
処理剤投入→ （pH調整）→処理剤回収

Cr(VI)還元可能なpH（～ 6.5）
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黒雲母から調製した六価クロム（Cr6+）処理剤 処理剤による六価クロムの処理
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